
この報告書は、エコマーク認定の
古紙配合率 70％、白色度 70％の
再生紙を使用しています。

埼玉県のマスコット
コバトン
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❶「一家団欒」
　（蓮田市）　
　撮影：土屋　君代 氏

❷「奮闘中」
　（緑のトラスト保全第13号地・伊奈町）　
　撮影：佐藤　清 氏

❸「朝の蓮田」
　（緑のトラスト保全第11号地・蓮田市）　
　撮影：土屋　明 氏

❹「トンボ捕えた」
　（秩父市）
　撮影：馬場　歩 氏

❻「森のアテンド」
　（坂戸市）
　撮影：鈴木　行男 氏

❼「仲良し仲間達」
　（緑のトラスト保全第13号地・伊奈町）
　撮影：小川原　宜也 氏

❾「秋風にそよぐ」
　（さいたま市見沼区）
　撮影：守屋　久 氏

❽「真冬の雑木林で自然観察会」
　（緑のトラスト保全第5号地・宮代町）
　撮影：塘　久夫 氏

❺「故郷の夕陽」
　（所沢市）
　撮影：小野　好貴 氏

各種の調査や測定結果のデータ等を集めた　　　　は埼玉県ホームページで公表しています。

埼玉県環境白書

「令和２年版　埼玉県環境白書」をお読みいただき、ありがとうございました。
お気づきの点やご意見、ご感想等ございましたら、お手数ですが、埼玉県環境部環境政策課まで
お寄せください。今後の参考にさせていただきます。

埼玉県のマスコット
「コバトン」
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令和２年版　埼　玉　県　環　境　白　書

　本年初頭から新型コロナウイルス感染症が世界各地で猛威を振るい、本県でも予
断を許さない状況が続く中、鋭意感染拡大の防止に努めています。私は一刻も早く
県民や事業者の皆様の日常生活や経済活動における安心・安全を取り戻していきた
いと考えています。
　社会経済活動が厳しい状況にある一方で、テレワークやオンラインイベントとい
った新しい生活様式の普及など、結果として環境対策にもつながる社会経済の変化
が起きています。
　このような状況は、「グリーン・リカバリー」の考え方を取り入れて経済と環境の
両立を目指していく好機と認識しています。
　国連で平成27年に採択された「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」は、環境、経済、
社会の課題を同時に解決する世界共通の目標です。
　県としても、「誰ひとり取り残さない、持続可能な発展・成長をする埼玉県」を実
現するため、あらゆる主体がワンチームで取り組んでいく「埼玉版ＳＤＧｓ」に積
極的に取り組んでいます。
　また、今年３月に地球温暖化対策実行計画（第２期）を策定し、温室効果ガスの
人為的排出と吸収を均衡させた「脱炭素社会」の実現に向け取組を進めています。
　世界に目を転じると、近年、海洋プラスチックごみ問題が大きく取り上げられて
います。海のない埼玉県ですが、決して他人事ではありません。今こそ私たち一人
一人の問題としてとらえ、総力を挙げて取り組んでいくことが必要です。
　この「埼玉県環境白書」は、本県の環境の状況と環境の保全や創造に関する施策
の進捗状況を取りまとめたものです。この白書をきっかけに、多くの県民の皆様が
環境問題に対する理解を深められるとともに、環境の保全・創造活動に取り組まれ
る際の一助となれば幸いです。
　今後とも、皆様の御支援と御協力を心からお願い申し上げます。

　　令和２年12月

埼玉県環境白書の刊行にあたって


